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１５ 

連載：第４３回 亀ちゃんにも言わせてよ！ 

美しくない国 
 
●反省の色なし 

 柳沢厚生労働大臣が「女性は子どもを産む機械」

と発言したことには本当にビックリしました。こと

もあろうことか、少子化対策を先導するべき厚生労

働省の大臣が時代錯誤も甚だしい女性をバカにした

センスの持ち主だったのです。本人は、真意は別に

あったなどと弁明しつつ頭を下げていましたが、２

月６日の閣議後に「若い人たちは、結婚したい、子

どもを２人以上持ちたいという極めて健全な状況に

いる。若者の健全な希望にフィットした政策を出し

ていくことが大事」と述べたとか（朝日新聞２月６日付

夕刊）。これまた時代錯誤の価値観に基づくとんでも

ない発言です。まったく反省の色が感じられません。

結局は、腹の中ではまったく反省していないと言う

か、はじめから反省する気はなかったが世間がうる

さいのでとりあえず謝ろうかなという程度だったの

かと思わざるを得ません。 

 それと気になるのが、与党（自公）の男性議員も

基本的には同じセンスの持ち主ばかりなのではない

かと思えることです。発言後の状況を見ると、安部

総理大臣をはじめ閣僚・与党幹部たちが柳沢大臣の

発言を“女性に対する極めてバカにした物言い”と

捉えている様子を感じることができません。また、

批判的発言をしている一部の与党議員からも「これ

では参議院選は戦えない」といった自分たちの都合

に基づく批判のみで、発言内容の本質に対する批判

の声が出ていないように見えます。こういった人た

ちは、柳沢大臣と基本的には同じセンスの持ち主で

はないかと私には思えるのですが…。 

 

●市民は国家の道具？ 

 私が柳沢大臣の発言で感じたことは、女性に対す

る人格否定だけでなく、子どもにも対する人格否定

です。女性は国家のために子どもを産むのではない

し、産まれてくる子どもも国家のために生まれてく

るのではありません。「子どもを２人以上持ちたい

という極めて健全な状況」とは、日本が富国強兵の

ために「産めよ、増やせよ」と国家のために働く道

具としての“人”を増やしていた頃の話ではないで

しょうか。それは今から見れば、日本が「極めて『不』

健全な状況」だった頃のセンスです。その頃の日本

では、一般に国民（臣民）には留保付の基本的人権

しかありませんでした。さらに、女性には留保付ど

ころかほとんど基本的人権がないといった状況でし

た。子どもはまさに「子供」であり、大人の付属と

見られていました。こんな時代のセンスを現代に持

ち出して健全も何もあったものではないです。国家

のために市民がいるのではなく、市民のために国家

があるのですよね。 
例えば、子どもは高齢化社会を支えるために生ま

れてくるのではないし、そのために女性が産むので

はありません。子どもは幸せになるために生まれ、

女性は各人が幸せに生きるなかで結婚したりしなか

ったり、子を産んだり産まなかったりするのではな

いでしょうか。そういった一人ひとりの幸せを基礎

に、様々な社会制度があるのではないかと思います。 
 
●どこが美しい？ 

 安部総理が就任してから教育基本法の改正（改悪）

や憲法９条を中心とする改憲論その他の発言をみる

と、総理が言う「美しい国」とは、国家のために市

民がいる国のことではないかと思えます。それは愛

国心というより国への忠誠心をもった人々で埋め尽

くされた国のことではないでしょうか。そんな国、

すぐ近くにもありますよね。日本政府が最も批判し

ている国の一つですが、気づかないのでしょうか。

それのどこが美しいの？ 
 

亀山 憲一［会員・フリーで活動中の法学研究者 
（犯罪学・刑事法） 


